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　本年度は、発掘調査事業は、国 5 件（一部市・
ωクスコを含む）、県 3 件、民間 1 件、そのほか
1 件の計10件となった。このほかに県教育委員会
からの研修等受託事業及び普及ܒ発や地域協力な
どの自主事業も行った。
1 　発掘調査ۀࣄ
　国関連12榾6835万円、中央新幹線 7 榾1225万
円、長野県 1 榾7203万円、その他 2 榾5745万円の
計24榾1008万円（2025年 3 月 5 日現在の見込）の
受託費により、14箇所の発掘作業と 3 箇所の整理
作業を行った（大学からの整理委託は 1 箇所とし
た）。
（ ۀ࡞۷ൃ（1
　中野市南大原遺跡：本年度は確認調査約15万ᶷ
と本調査1,000ᶷを行った。弥生時代中期後半の

「玉つくり工房跡」や平安時代中期の竪穴建物群
が検出された。
　長野市長沼城跡：本年度は、二の丸推定地、南
三日月堀、武家屋敷推定地及びそれにともなう江
戸時代以前に榽る可能性のある土綪や堀跡を調査
し、本年度で発掘作業は完了した。
　長野市塩崎遺跡群：用地を南北に横断する市道
部分のみを本年度調査し、2013年度から始まった
調査が完了した。
　松本市南栗遺跡：南や南東側では遺構奩度は粗
となり、集落域の端が判明した。一方北西側は遺
構奩度が高く、古墳時代末から平安時代の竪穴建
物跡107軒が検出された。
 　松本市安塚古墳群：古墳時代終末期の川原石
で構築された石室（第13号古墳）が検出された。
　松本市真光寺遺跡・真光寺古墳群：中世後半の
竪穴状遺構、溝跡、土坑群、さらには長辺60ｍ以
上、短辺約50ｍの方形の区画溝跡（S%30）を検
出した。松本市内ではこうした館や寺院を囲む堀
跡がみつかっており、当地域の近世以前の土地利
用を考える手がかりになろう。

　飯田市西浦遺跡：弥生時代の竪穴建物跡、古代
から中近世の掘立柱建物跡群が出土している。 2
× 5 間の掘立柱建物跡 ST302は、奈良時代か。
一辺数ｍ程度の方形の溝跡が 5 基ほど見つかって
いるが、古代から中世の板壁などの布掘り跡とも
考えられる。
　飯田市五郎田遺跡：中央新幹線地点では、弥生
時代から平安時代の建物跡35軒を含む当該地域の
拠点的な集落跡が見つかっている。
　飯田市正泉寺遺跡：古墳時代中期の竪穴建物跡
SB 4 の北西床面から高坏を中心に小型の土師器
計25点が集中して出土した。祭祀の痕跡と考えら
れる。他にも古墳時代竪穴建物跡の埋土からࣖ؀
が出土している。集落内での着用者の存在や建物
跡への埋槣の可能性がある。
（ 2）੔ཧ౳ۀ࡞
　長野市塩崎遺跡群など：報告書刊行に向けて原
稿執筆、図版作成などの整理作業が行われた。
　信州大学医学部所蔵考古資料：2020年度からの
遺物洗浄や基榴的な台帳整備は完了した。整理の
成果を地域展や講榚会を通じて公開した。
2 ۀࣄ։、研मެٴී　
　昨年度につづき事業団（ܳ術文化推進室、県
立美術館、松本文化会館）、県・県立歴史館、大
学、地域等と連携し、施設公開、現地説明会、職
場体験、講榚会、地域展、地域連携歴史講座、普
及ܒ発用教材「古墳カレンμー」の作成などを行
った。事業団インセンティブ事業として採壪され
た中央日本四県連携事業「クロスロード信州　れ
きし×アート」でもある県立美術館での展示会、
ϫークショップ、トークイベントを企画し、関係
機関と協力、開催した。専門研修ほか、職員自身
の企画による自己研ᮎ研修（沖縄、山形、関東な
ど）も実施できた。

（川崎　保）

ᶗ　2024年度のۀࣄ概要
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ᶘ　発掘作ۀの概要
遺跡名 所在地 事業名 面積ᶷ 調査期間 時代・内容 主な遺物

南大原遺跡 中野市
上今井
遊水地

整備事業
152,100 2024.6.3～

2024.12.6

弥生：竪穴建物跡、掘立柱
建物跡、遺物集中、土坑、
溝跡
古墳：竪穴建物跡
平安：竪穴建物跡、掘立柱
建物跡、土坑、溝跡

縄文：土器、石器
弥生：土器、石器、玉つくり関連遺物

（管玉、勾玉、未成品、玉鋸、玉錐、石
核、剝片）
平安：土器、石器、金属製品（夤椣車、
侪子）

長沼城跡

長野市

長沼地区
河川防災ステーション

整備事業
7,229 2024.4.5～

2024.11.18

中世～近世：土綪、堀跡、
溝跡、土坑、井戸、建物跡、
榴石緀、柱穴緀、石緀、炭・
焼土範囲、礫集中・敷石遺
構、遺物集中、不明遺構
近代：土坑、炭・焼土範囲

中世～近世：土器・俒࣓器（内ࣖ鍋、カ
ϫラケ、緽、ࡼなど）、土製品（土椣な
ど）、石器・石製品（ӓ、鉢、五輪侬な
ど）、金属製品（榝槮、足金物など）、木
製品（࣫緽、曲げ物など）
近代：土器・俒࣓器（緽・ࡼなど）

塩崎遺跡群
一般国道18号（坂城
更৥バイパス）改築
工事に伴う埋蔵文化
財発掘調査

150 2024.10.1～
2024.11.29

弥生：掘立柱建物跡
弥生以降：土坑、溝跡

弥生：土器
古墳～平安：（土師器、須恵器）
近世：俒器
時期不明：磨石、黒曜石剝片

南栗遺跡

松本市

松本 J$T
建設事業 9,000 2024.5.20～

2024.12.18

古墳～平安：竪穴建物跡、
掘立柱建物跡、土坑
古代～中世：土坑、溝跡

古墳～平安：土器・土製品（畿内系暗文
坏、土師器、須恵器、灰ᬵ俒器、緑ᬵ俒
器）
平安以降：土器（山夹緽）、土製品（羽
口）、石器（砥石）、夙妪関連資料（夙
造剝片、粒状ᕥ、羽口、鉄ᕥ）、その他

（動物ࠎ）

真光寺遺跡
・真光寺
古墳群 一般国道158号

（松本波田道路）
改築工事

1,800 2024.4.15～
2024.9.30

中世以降：竪穴状遺構、焼
土跡、溝跡、土坑

中世以降：土器・土製品（内ࣖ鍋、カϫ
ラケ、俒࣓器、土製円盤、羽口、「南᭼
二朱銀」模造品）、石器・石製品（榫石、 
砥石、石ӓ）、金属製品（榝槮、佬、 キ
セル）
近世以降：木製品（木ߌ）

安塚古墳群 1,500 2024.6.3～
2024.10.31

古墳～奈良：古墳
中近世：集石、土坑、焼土
跡、井戸跡
時期不明：竪穴状遺構

縄文：土器、石器
古墳～古代：土器、金属製品（鉄᭲）
中近世：土器、俒࣓器、金属製品（鉄佬
等）

西浦遺跡

飯田市

中央新幹線
建設工事

7,743 2024.7.1～
2025.2.28

縄文～古代：土坑
弥生：竪穴建物跡
古墳：土坑
古代～中世：土坑、溝跡、
緀、不明遺構ࡤ
近世：掘立柱建物跡、土坑、
緀ࡤ

縄文：土器、黒曜石剝片
弥生：土器、石器
古墳：土器、石器
古代：土器
中世：土器、俒࣓器
近世：土器、俒࣓器、金属製品（橽永通
ሞ）

五郎田遺跡 1,606 2024.7.3～
2025.2.7

弥生：竪穴建物跡、土坑
古墳：竪穴建物跡、掘立柱
建物跡、土坑
古代：竪穴建物跡、掘立柱
建物跡、土坑
不明：溝跡

弥生：土器、石器
古墳：土器、石器（石܃、有肩榃状形石
器、石包丁、砥石、管玉、ӓ玉ほか）
古代：土器

ママ下遺跡 1,080 2024.9.9～
2024.9.11 なし なし

正泉寺遺跡

座光寺上郷道路
建設工事

4,500 2024.4.3 ～
2024.12.20

弥生：方形周溝墓
弥生～古墳：溝跡、流路跡
古墳～古代：土坑、溝跡、
流路跡、掘立柱建物跡

縄文：土器
弥生：土器、石器（打製石᭲、 磨製石᭲、 
有肩榃状形石器）、
古墳：土器、石器（打製石斧）、金属製
品（ࣖ؀）
古墳～古代：（侪子、鎌）
古代：土器
近世：俒࣓器

五郎田遺跡 200 2024.4.3～
2024.12.20

古墳：竪穴建物跡
古墳～古代：土坑

弥生：土器、石器
古墳：土器、石器
古代：土器

宮崎下遺跡 8,000
2024.10.10

～
2024.11.29

弥生 ?：溝跡 縄文：土器、石器・石製品（打製石斧、
黒曜石剝片）
平安：灰ᬵ俒器
中世：俒器
近世・近代：࣓器

川原遺跡
防災・安全交付金（道
路）事業・国補μム
建設（治水μム）事
業　合併

200 2024.4.26～
2024.6.6

縄文：竪穴建物跡、土坑、
配石、集石遺構
時期不明：土坑

縄文：土器、石器（剝片、石核）
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上今井遊水地整備事業

所ࡏ地ٴͼަ௨案内：中野市大字上今井字南大原
1089ほか
上信越自動車道信州中野インターチェンジから北
西に2.3欀洀。
遺跡の立地ڥ؀：千曲川は1870～1872（明治 3 ～
5 ）年に現在の位置に瀬替えされているが、遺跡
形成時には旧千曲川左岸の曲流部に発達した自然
堤防及び後背湿地上に立地する。

発掘期ؒ等

検出遺構

出土遺物

発掘調査の概要
　本年度は、すでに本調査を実施することが協議
されていた範囲内の本調査（1,000ᶷ）と、遺跡
内容が不明瞭な範囲全域（151,100ᶷ）を対象と

した確認調査を同時並行で実施した。調査はいず
れも（公社）日本文化財保護協会に支榘委託して
行った。なお、検出遺構数は、本調査地区のみの
数字である。
ല大ͳ面ੵをର৅とした֬ೝ調査
　確認調査は、事業地内の地籍（逆川・北大原・
舞台・鍋久保・中大原・南大原・鍋北）ごとに小
区分し（図 3 ）、トレンチ調査を進めた。
　逆川地籍の調査区は、昨年度調査のＣ区の北側
に接し、市道逆川 1 号線の東側にあたる。昨年度

図 2 　遺跡の位置（ 1：50
000）※本調査位置

図 3 　調査位置図

˔

調査期ؒ 調査ର৅面ੵ 調査୲当者

2024.6.3～2024.12.6 確認調査151,100ᶷ
本調査1,000ᶷ

上田佾男　水科汐華
町田賢一　山田清朝
黒岩　隆　藤原直人

遺構のछ類 ਺ 時期

竪穴建物跡 14（17） 弥生時代、古墳時代、平安時代
掘立柱建物跡 4 （ 5 ） 弥生時代、奈良時代、平安時代
遺物集中 1 （ 1 ） 弥生時代
土坑 719（763） 弥生時代、奈良時代、平安時代
溝跡 8 （16） 弥生時代、 奈良時代、 平安時代、 近世

（　）合計数

遺物のछ類 時期・内༰

土器・俒࣓器 縄文、弥生、平安時代
石器 縄文、弥生、平安時代

玉つくり関連遺物 弥生時代（管玉、勾玉、未成品、玉鋸、
玉錐、石核、剝片）

金属製品 平安時代 （鉄製夤椣車・侪子）



− 5 −

の古地理復元分析調査により「上今井耕地絵図」
（東江部村山田庄左衛門家文書　39- 7 - 1 ）に記
載されたミチが現市道と同位置とみられることか
ら、近世水田跡は市道逆川 1 号線の西側に分布
し、一部が同市道の東側に存在することが予想さ
れた。逆川②15・19・21トレンチで水田層とܣ
涝・水路（取水溝）跡が確認され、近世水田跡境
界部が絵図と同様であったことを偉Ѳすることが
できた。土層の堆積層序は、昨年度のＣ区北半部
と同様で奈良時代の文化層は欠落していた。遺物
の出土状況はＣ区と同様で、縄文土器がトレンチ
からわずかに出土するのみであり、近世水田跡以
外の遺構は検出されなかったこと等から本調査不
要と判断した。
　北大原地籍は、地形からみて逆川地籍に接した
北大原②③、舞台地籍に接した北大原①、鍋久保
地籍に接した北大原④⑤、旧千曲川に接した北大
原⑥⑦に大きく分かれる。
　北大原②③は、堆積土層、遺物出土状況とも逆
川地籍に近似することから、面調査不要と判断し
た。ただ、北大原②18・19トレンチと北大原③23
トレンチで畑の椹跡を確認した。被覆する洪水起
源の土砂が近世水田跡の被覆土に近似するため、

図 4 　ۙੈ水田跡のൣғ

図 6 千曲川の流路の変ભچ　
図 5 　 2 段掘りしたトϨϯνの土૚அ面写真

（ 3 （測に൐͏Φϧι画像ܭ̙

ミチを挟んで西側に水田、東側に畑が広がる近世
の土地利用の有り様、景観が想像される。なお、
畑の椹跡は舞台②16トレンチでも確認されてお
り、水田の周囲に畑が作られていたという景観が
復元される。
　北大原①は、北大原④から舞台①へと続く段丘
状地形の一角を占め、いずれの地区も南側が低く
なる傾斜を持つ。北大原①、舞台①②③では高ま
りの部分で、遺構奩度は低いものの、古代の竪穴
建物跡が検出され、次年度以降、本調査の対象範
囲とした。一方、今回の調査で最も標高の高い北
大原④⑤は、北大原④の一部を除いて、耕作土直
下が河床堆積物となっており、後世の削平・土砂
流失の影響もあろうが、遺構・遺物は確認され
ず、本調査不要である。
　北大原地籍と鍋久保地籍は、旧千曲川と市道古
川北線の間（鍋北地区とした）は段差等が無く、
市道以南は、最大比高差 5 ｍऑの崖面で分かたれ
ている。河床砂層の堆積状況から、北大原と鍋久
保地籍は、かつては同一面で、千曲川の水流によ
って鍋久保側が深く削られ、次第に流路が大奕側












































































































































































































